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1．はじめに  

「国道 106 号箱石地区道路工事」の上片巣橋 P2 橋脚は，本州でも有数の積雪寒冷地域である岩手県宮古市

山間部に位置するため，凍害および凍結防止剤散布に由来する塩害等によるコンクリート劣化が懸念される構

造物である．したがって，耐久性に優れ，将来の維持更新費用を低減するためには，密実でひび割れの少ない

品質の高いコンクリート構造物を構築することが求められている． 

本報告では，上片巣橋 P2 橋脚に適用した各施工段階における品質向上対策および ICT 技術を適用した施工

管理状況について述べ，コンクリート表面の密実化およびひび割れ抑制効果が確認できたことを報告する. 

 

2．品質向上対策 

（1）打込み前に実施した対策 

表-1 に打込み前に実施した対策技術，適用箇所，

目的を示す．防錆剤は，発錆しやすい曲げ加工部の

み塗布し，品質および経済性を両立させた．ロング P

コンは，純かぶり以上の高さの製品を選定し，施工

後の穴埋めには水膨潤止水剤付きストッパーを使用

した．星型スペーサーは，転倒防止，かぶり部コン

クリートの流動性向上のため採用した． 

（2）打込み時に実施した対策 

表-2 に打込み時に実施した対策技術，適用箇所，

目的を示す．材料分離防止ホースは，ポンプ車の筒

先からの材料分離を防止するために使用し，筒先か

ら打込み面までの距離を 50cm 以下で運用した．軽便

バイブレータは，再振動および型枠面の気泡除去に

効果が認められた． 

（3）打込み後に実施した対策 

 表-3 に打込み後に実施した対策技術，適用箇所，

目的を示す．打継ぎ処理剤は，次回の打込み日が１

ヶ月以上先の場合は効果が低下するため使用せず，

ハイウォシャーを使用した通常の処理方法を採用し

た．部分パイプクーリング 1)は拘束ひび割れの抑制

を目的として採用した．また，片面ラミネート養生

シートは乾燥収縮ひび割れの抑制およびかぶりコン

クリートの密実化を目的として採用し，親水性の薄

い不織布（30g/m
2）のため，吸水時には表面張力に 

より鉛直面にも張り付き，片面を水の蒸発抑制を目 

てラミネート加工してあるため，少ない養生水で給

水養生を可能とした養生シートである． 

 

 

項目 対策技術 適用箇所 目的 

鉄筋 
防錆剤 

塗布 

鉄 筋 曲 げ

加工部 

鉄筋組立て中の長期放置に

よる曲げ加工部の防錆 

型枠 
ﾛﾝｸﾞ 

P ｺﾝ 

P ｺﾝ設置箇

所 

かぶり中に発錆の可能性の

あるｾﾊﾟﾚｰﾀを残さない． 

型枠 
星型 

ｽﾍﾟｰｻｰ 
側面 

かぶりｺﾝｸﾘｰﾄの充填性向上

および確実なかぶり確保 

 

 

項目 対策技術 適用箇所 目的 

現場内 

運搬 

材 料 分 離

防止ﾎｰｽ 

打 込 み 時

の筒先 

ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送時の筒先からの落

下による材料分離を抑制し，

豆板の発生を防止 

締固め 
軽便ﾊﾞｲﾌﾞ

ﾚｰﾀ 

かぶりｺﾝｸ

ﾘｰﾄ 

型枠界面の気泡低減，かぶり

ｺﾝｸﾘｰﾄの密実化によるかぶ

り部鉄筋の防錆 

 

 

項目 対策技術 適用箇所 目的 

打 継 ぎ

処理 

打 ち 継 ぎ

処理剤 
打継ぎ面 

打継ぎ面の密実性向上によ

る鉄筋の防錆 

ひ び 割

れ制御 

部分ﾊﾟｲﾌﾟ

ｸｰﾘﾝｸﾞ 
柱 1～4 ﾘﾌﾄ 柱部の拘束ひび割れの抑制 

養生 
片面ﾗﾐﾈｰﾄ

養生ｼｰﾄ 

水平面・型

枠 脱 型 後

の鉛直面 

乾燥収縮ひび割れの抑制 

キーワード 下部工，品質向上，ICT 技術，打込み管理，パイプクーリング，給水養生 

 連絡先   〒107-8658 東京都港区赤坂 6-1-20 安藤ハザマ 土木事業本部 ＴＥＬ03-6234-3670 

表-1 品質向上対策一覧表（打込み前） 

表-2 品質向上対策一覧表（打込み時） 

表-3 品質向上対策一覧表（打込み後） 
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3．ICT技術適用による品質管理 

（1）ICカードによるアジテータ車運搬管理 

本システムは，図-1 に示すように，アジテー

タ車の運転手が，出荷伝票といっしょに IC カー

ドを持ち歩き，練混ぜ開始時刻，現着時刻，荷卸

し開始・完了時刻を IC カードに記録し，打込み

管理者の持つ管理用タブレットに無線で送信す

るシステムである． 

本現場では，現場での管理の正確さ，効率化，

帳票作成の省力化を実現でき，生コン工場の責任

範囲の明確化にも寄与できた． 

（2）レーザー距離計による打重ね管理 

本システムは，図-2 に示すように，レーザー

距離計でコンクリートの打上り高さを自動計測

し，打重ね時間の自動記録および予定打重ね時刻

までの時間を現場に表示するシステムである 2)
. 

本現場では，各打込みについて，打重ね時間が

最長になる箇所を 1 箇所選定し適用した．また，

打込み前に計画した打重ね予定時刻や許容打重

ね時間間隔を現場に表示し，現場の作業員全員で

打重ねの管理を実施することができた． 

（3）無線型温度計測器による養生温度管理 

本システムは，熱伝対接続可能な無線型温度計

測器により，躯体内部温度および外気温，養生温

度の計測した結果を管理用タブレットに表示し，

一元管理できるシステムである． 

本現場では，クーリング管理にも使用し，流量

調整や通水停止時期の判断に利用できた． 

4．まとめ 

本橋脚の定量的な品質管理として，現場透気試験を実

施した.その結果，表-4 に示すように，ほとんどの箇所

において，ランク 1“非常によい”からランク 2“良い”

という評価となり，品質が高いことが確認できた.また，

2017年 4月現在，ひび割れは確認されていない． 

本橋脚の施工を通じて“品質向上”と“現場管理の効

率化”を両立できる可能性があることが確認できた. 
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図-2 レーザー距離計を用いた打重ね管理システム概要図 

表-4 現場透気試験の結果 
透気係数 *1) 測定深さ 含水率

(×10-16m2) (mm) (%)

底版 2016/5/30 2016/8/1 0.047 11 4.5 2
0.183 22 6.0 3
0.037 10 6.5 2

柱2 2016/7/7 2016/8/1 0.033 9 5.6 2
2016/12/20 0.036 10 5.5 2
2016/12/23 0.001 5 5.6 1

0.036 10 6.7 2
0.016 6 5.5 2
0.009 6 5.4 1
0.019 8 5.3 2

測定

位置
打設日

透気試験

実施日
ランク

2016/6/17

2016/10/24

2016/11/10

2016/12/3

2016/8/1

2016/12/23

2016/12/21

柱1

柱3

柱4

梁

8層目
7層目
6層目

5層目
4層目
3層目
2層目
1層目

③ルーター測定装置

③

（A地点） （B地点）

B地点：３層目

打設中

②①

④データ集計用タブレット

④

A地点:４層目

待機中

図-1 ICタグによるアジテータ車運搬管理システム概要図 

工事名称
打設

担当者

(m3) (m3) －

1 A   32   4.25 4.25     08:11        09:04        09:06        09:19      00:52  OK   00:13    01:08  OK
2 A   194   4.25 8.50     08:26        09:21        09:22        09:31      00:55  OK   00:08    01:05  OK
3 A   11   4.25 12.75     08:41        09:29        09:37        09:42      00:47  OK   00:05    01:00  OK
4 A   12   4.25 17.00     08:57        09:46        09:46        09:53      00:48  OK   00:06    00:56  OK
5 A   13   4.25 21.25     09:12        09:58        09:58        10:05      00:45  OK   00:06    00:52  OK
6 A   195   4.25 25.50     09:28        10:15        10:25        10:25      00:46  OK   00:00    00:56  OK
7 A   16   4.25 29.75     09:50        10:45        10:46        10:54      00:55  OK   00:07    01:04  OK
8 A   52   4.25     34.00        10:11        10:58        10:58        11:05      00:46  OK   00:07    00:54  OK
9 A   54   4.25     38.25        10:31        11:15        11:20        11:27      00:44  OK   00:06    00:55  OK
10 A   18   4.25     42.50        10:46        11:30        11:37        11:55      00:43  OK   00:18    01:08  OK
11 A   19   4.25     46.75        11:01        11:43        11:59        12:06      00:41  OK   00:07    01:04  OK
12 A   10   4.25     51.00        11:17        12:01        12:09        12:22      00:44  OK   00:12    01:05  OK
13 A   32   4.25     55.25        11:31        12:08        12:25        12:49      00:36  OK   00:24    01:18  OK
14 A   194   4.25     59.50        11:47        12:27        12:53        13:09      00:40  OK   00:16    01:21  OK
15 A   11   4.25     63.75        12:01        12:43        13:13        13:25      00:41  OK   00:11    01:23  OK
16 A   12   4.25     68.00        12:28        13:17        13:28        13:54      00:48  OK   00:25    01:25  OK
17 A   13   4.25     72.25        12:55        13:37        13:56        14:18      00:42  OK   00:21    01:23  OK
18 A   16   4.25     76.50        13:15        13:57        14:21        14:36      00:42  OK   00:15    01:21  OK
19 A   54   4.25     80.75        13:41        14:23        14:39        14:48      00:42  OK   00:08    01:06  OK
20 A   18   4.25     85.00        14:06        14:49        14:54        15:08      00:43  OK   00:14    01:02  OK

①
練混ぜ

開始時刻
台数 工場 車番

積載
数量

累積
数量

コンクリート打込み記録表

打設日 平成29 年 4 月 2 日 (日)

配合 24-18-40BB

〔60 min以内〕 〔120 min以内〕

運搬時間
②－①

-

②
荷卸地点
到着時刻

③
荷卸し

開始時刻

④
荷卸し

完了時刻

荷卸時間
④－③

練混ぜから打終
わりまでの時間

④－①

打設箇所 覆工　64BL
A -

B
生コン
工場

C
ポンプ車

“練混ぜ開始時刻” 

を書込み 

“荷卸し開始時刻” 

“荷卸し完了時刻” 

を書込み 

リアルタイムに

自動でエクセル

帳票を表示､制限
時間に対する合

否判定も可能 

データ送信 

①現場表示用ﾀﾌﾞﾚｯﾄ 

②レーザー距離計 

*1) 3 回の測定結果の対数平均 
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